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人
間
の
生
き
方
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
通
り
あ
る
よ
う
に
思
う
。
一
つ
は
現
世
に 

あ
わ
せ
て
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
現
世
に
は
容
れ
ら
れ
な
く 

と
も
、
筋
を
通
し
て
生
き
抜
く
こ
と
で
あ
る
。
松
村
さ
ん
も
筋
を
通
し
て
生
き
抜
か
れ
た
、 

現
代
で
は
数
少
な
い
政
治
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。(

中
略)

私
は
、
学
生
時
代
か
ら
取
り 

組
ん
で
い
た
「
中
国
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
一
つ
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
い
た
。
戦
後
、 

北
京
共
産
政
権
が
誕
生
、
共
産
政
権
で
は
日
本
と
中
国
と
が
手
を
握
っ
て
ア
ジ
ア
を 

良
く
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。(

中
略)

し
か
し
、
や
め
る 

な
ら
や
め
る
で
、
新
中
国
と
い
う
も
の
を
こ
の
目
で
み
て
、
私
な
り
の
理
屈
を
つ
け
た 

上
で
や
め
よ
う
。(

中
略)

中
国
に
対
す
る
深
い
造
詣
と
熱
意
は
私
ど
こ
ろ
で
は
な
い 

こ
と
に
驚
か
さ
れ
、
敬
服
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
積
極
的
に
教
え
を
乞
い
に
行
き
出
し
た
、 

と
い
う
の
が
私
が
松
村
さ
ん
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
師
を
見
出
し
た
最
初
で
あ
る
。 

 

そ
う
し
て
一
九
五
九
年
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
松
村
さ
ん
は
訪
中
し
た
い
と
い
う
気
持 

を
強
く
固
め
ら
れ
は
じ
め
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
北
京
か
ら
招
待
状
が 

届
い
た
。
当
時
、
私
は
池
貝
鉄
鋼
の
社
長
だ
っ
た
が
、
商
談
の
た
め
ア
メ
リ
カ
へ
行
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と
重
な
っ
て
訪
中
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
の
、
や
む
を
得
ず 

お
伴
で
き
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
中
国
は
三
年
続
き
の
凶
作
で
、
大
躍
進
が
失
敗
し
た
と 

伝
え
ら
れ
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
松
村
さ
ん
に
と
っ
て
は
最
初
の
訪
中
だ
っ
た
が
、 

中
国
は
大
歓
迎
を
し
て
く
れ
、
互
い
に
政
治
理
念
、
政
治
体
制
は
異
な
っ
て
も
協
調
し
て 

共
存
共
栄
を
図
る
た
め
に
、
貿
易
も
積
み
上
げ
方
式
で
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う 

話
に
な
り
、
一
九
六
三
年
か
らL

T

貿
易
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。(

中
略)

頼
り
を
な
く 

し
た
よ
う
な
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
ほ
ど
自
分
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で 

あ
る
。
い
ま
ま
で
い
か
に
松
村
さ
ん
に
頼
り
切
っ
て
い
た
と
い
う
証
左
で
も
あ
る
。 

松
村
さ
ん
が
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
訪
中
で
中
国
を
め
ぐ
る
世
界
の
潮
流
が
明
る
い 

方
向
へ
動
き
出
す
こ
と
を
知
ら
れ
て
冥
土
の
旅
へ
た
た
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と 

思
う
。(

一
九
七
一
年
八
月) 

岡
崎
嘉
平
太
著
『
私
の
記
録
』
（
東
方
書
店 

昭
和
五
十
四
年
発
行)

よ
り 

岡崎嘉平太記念館  
Vol.１８ 

 

先
生
と
亡
父(

松
村
謙
三)

と
は
、
中
国
と
の
覚
書
貿
易
の
た
い
へ
ん
困
難
の
多
い
時
代
に
、
お
互
い
に
強
く
信
頼
し
あ
っ
て
、
心
を
砕
き
努
力 

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
、
横
で
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た
。(

中
略)｢

経
済
の
こ
と
は
岡
崎
さ
ん
に
頼
む｣

と
父
が
申
す
の
を
、
つ
ね
づ
ね
聞
い
て 

お
り
ま
し
た
。
先
生
と
父
が
よ
く
気
が
合
い
ま
し
た
の
は
、
ど
ち
ら
も
大
変
頑
固
で
、
潔
癖
症
で
、
そ
し
て
心
の
温
か
い
人
柄
の
せ
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

政
治
家
。
富
山
県
出
身
。
早
大
卒
。
報
知

新
聞
記
者
、
県
会
議
員(

一
期)

を
経
て
、
昭
和 

三
年
の
第
一
回
普
通
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に

当
選
。
以
降
公
職
追
放
の
期
間
を
除
き
同
四
四 

年
ま
で
衆
議
院
議
員
。
晩
年
は
日
中
貿
易
を 

推
進
す
る
な
ど
日
中
国
交
回
復
に
尽
力
。
国
交 

回
復
の
一
年
前(

同
四
六
年)

に
死
去
。 

 

嘉
平
太
氏
と
は
、
同
三
五
年
、
亀
山
孝
一
氏 

の
選
挙
応
援
で
知
り
合
っ
た
。 

松
村 

謙
三 

氏
（
一
八
八
三
～
一
九
七
一) 

■
小
堀
治
子
氏(

松
村
氏
の
次
女)

は
、｢

父
を
温
か
く
守
っ
て
下
さ
っ
た
人｣

と
題
し
、
『
先
生
と
私
』(

岡
崎
嘉
平
太
先
生
の
長
寿
を
祝
う
会
一
九
八
六
年 

 

発
行)

の
中
で
、
嘉
平
太
氏
に
宛
て
、
次
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

訪中する松村氏と羽田空港にて  

昭和37年(1962) 



企画展｢日中国交正常化の立役者 岡崎嘉平太｣の開催 
 

                           平成２４年９月２２日(土)－１２月２７日(木） 

 
 期間中の入場者は､1,297人にのぼり､北海道､新潟､栃木､神奈川など県外からも来館者

を得ました｡ある来館者から､｢時宜をえた企画でぜひみたいと思い来た｡」という言葉を 

かけられ､うれしさと同時に､背筋が伸びる思いがしました｡ 
 

■展示物の一部をご紹介します｡ 

            日中国交正常化日中国交正常化日中国交正常化      

 国交正常化、その時・・・・・ 昭和４７年(１９７２)９月２９日

に､中国･北京において､田中角栄・周恩来の日中両国首脳による

「日中共同声明」の調印式が行われ､日本と中国の国交が正常化 

が実現しました。この調印により､昭和１２年(１９３７)の日中

戦争開始以来３５年も続いた日中の国交断絶状態は改善され､ 

平和と友好を発展させることが確認されました。 
右写真は､日中共同声明の日中両首脳のサイン[写真資料提供:外務省] 

国交正常化後､

周恩来総理から

招待された中国 

旅行での写真｡ 

中国対外貿易部

次長 劉希文氏 

(左)と  
(昭和47年11月) 

 全然無関係なんだ 
 

  嘉平太氏が､生涯を通じて日本と中国の  

 友好に尽力しようと志した原点は､学生  

 時代に中国人留学生と交友を深めたこと 

 にあります｡若き嘉平太氏の熱を感じる､ 

 達観した思いが胸に迫ります｡ 

 左の写真は､日中国交正常化の前年､ 

昭和４６年(１９７１)３月１日に､北京の

人民大会堂にて､日中覚書貿易協定調印を 

終えた後に撮られた写真｡ 

 前列左端から河合良一氏､劉希文氏､田川

誠一氏､郭末若氏､岡崎氏､周恩来総理､古井

喜実氏､王国権氏､松本俊一氏｡岡崎氏と 

周総理の後ろに大久保任晴氏｡ 

飛び渉る鳥の高くして峰深し 

    断雲の飛ぶ峰々や巫山峡 

       一鳥の飛び渉りたり峡の秋 
 

 これは､嘉平太氏が昭和４７年に重慶を 

訪れ､『長江の山峡下り』を楽しまれた時 

に詠んだ歌と思われます｡日記に記されて

いました｡調印式ののち､嘉平太氏ほか覚書

貿易事務所の職員らは､周総理から桂林など 

を巡る旅行に招かれました｡そして､訪れた 

中国の各地で大変な歓迎を受けました｡ 

 アジアの独立と開放 －みんなが胸を張って

歩ける土地にしよう｡それには中国と戦ってはい

けない｡むしろ手を握りあってアジアを独立させ､

近代国家を打ち立てなければ－ 
 

 私の考えは､中学時代から自然と頭の中に叩

きこまれたもので､私の考え方は､主義などとは 

   記念行事を開催記念行事を開催記念行事を開催しましたしましたしました   ４０４０４０         周年周年周年   



  最近の出来事最近の出来事    

 このたびは講師に元中国駐大阪総領事で､

嘉平太氏とご交流のあった劉智剛先生並び

に中央大学総合政策学部教授の服部龍二先

生をお招きしました。参加者は１５０人に 

のぼり、関心の高さが感じられました。 

 

 服部先生は､近代外交史の研究がご専門で､ 

日本外交史などを精緻に研究され､著書『日

中国交正常化 田中角栄､大平正芳､官僚たち

の挑戦』は､大佛次郎論壇賞などを受賞され 

ています｡講演では､近年､外務省外交史料館 

で公開された文書の紹介も交え､嘉平太氏と

周恩来総理を共に日中関係を切り開いた 

｢井戸を掘った人｣と紹介されました｡ 

 劉先生は､中日覚書貿易事務所が設立され

た当時から､半世紀を超えて中日関係の発展

に関わって来られました｡貴重な経験の中か

ら､さらなる日中友好関係の構築に向けての 

ご示唆をくださいました｡ 

 本講演の記録は、後日発刊します｡ 

 

岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 
 

    第11回講演会の開催             平成２４年１１月３日(土) 

 

 

 

日中友好ふれあい 座談会の開催           平成２４年１２月６日(日) 

 

 嘉平太氏のご子息､彬さんは､座談会の開催にあたり､メッセージを寄せてくださいました｡ 

彬さんからのメッセージは､当記念館ホームページに公開する予定です｡ 

 嘉平太氏は､何事も長期的な見方､考え方をされ､本質の把握に努められました｡そして､中国 

の本当の姿を探求され続け､戦後の訪中は､百回を数え､身を以て友好の道を示されています｡ 

 このたびは､記念館と吉備中央町の共催で日中関係や交流に関心のある方を広く募り､４０人の 

参加をえて､日中友好の経験や思いなどを､自由に語りあう貴重な機会となりました｡ 

『信義を重んじる、つながっでいく。』 

 写真は､重森計己さん､井上弘志さん､ 

日名多津子さん､州脇浩さん､藤田晶子 

さん､植本壮一郎さんが､考えや交流 

経験などの発表をしている様子です｡ 

 嘉平太氏のふるさと吉備中央町と周 

恩来総理のふるさと中国・淮安市は､ 

両氏の敬愛の絆が縁で､中学生を地元の

民家に宿泊させることを核に据えた 

相互交流を隔年で続けています｡前町長

の重森さんは､アドバイザーとして参加 

していただき､町長としての貴重な経験 

もお話しくださいました｡ 



 

  

 これは、岡崎嘉平太記念館
おかざきかへいたきねんかん

が､中国
ちゅうごく

･北京市
ぺ き ん し

からお招
まね

きした､

劉智剛
りゅうちごう

さんが揮毫
きごう

(毛筆
もうひつ

で書
か

くこと)された色紙
し き し

の写真
しゃしん

です｡劉
りゅう

さんは､

嘉平太
か へ い た

さんの友人
ゆうじん

で､「仲
なか

良
よ

くすることがとても大切
たいせつ

」という願
ねが

い

を込
こ

めて書
か

いてくださいました。 新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

え、仲良
な か よ

くす 

ることを忘
わす

れない一年
いちねん

にしたいと思
おも

います。 
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東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
所
有
の
貴
重
な
資
料
を 

 
 

岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
に
て
特
別
公
開
し
ま
す 

 2013年１月発刊 

１月１６日(水)－２月４日(月) 平成２５年 

新
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催
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い
催
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案
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い
催
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案
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